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こ
の
春
、
四
年
ぶ
り
に
生
涯
学
習

課
に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年

は
、
山
あ
い
の
小
さ
な
小
中
学
校
の

校
長
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
の
生

活
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
振
り
返
る
と
、
そ
の
一
年
間
は
、

ま
さ
に
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
只

中
に
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

公
民
館
は
、
様
々
な
活
動
の
拠
点

で
あ
り
、
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ
役

割
を
担
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
安
全
を
見

守
る
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
隊
や
運
動

会
、
文
化
祭
等
の
行
事
も
全
て
公
民

館
と
学
校
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
っ

て
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
で
き
た
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

私
が
子
ど
も
だ
っ
た
頃
、
思
い
出

す
と
、
そ
の
懐
か
し
い
風
景
の
中

に
は
近
所
の
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ

ん
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の

姿
が
あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
植
え
た

畑
の
苗
を
子
ど
も
の
悪
戯
と
は
い
え
、

片
っ
端
か
ら
引
き
抜
い
て
遊
ん
で
も
、

的
な
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

「
教
育
基
本
法
」
が
改
正
さ
れ
、「
学

校
、
家
庭
及
び
地
域
住
民
等
の
相
互

の
連
携
協
力
」
等
が
新
た
に
規
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
県
で
は
、
昨
年
度

「
石
川
の
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を

策
定
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一

人
一
人
の
生
涯
に
わ
た
る
様
々
な
学

び
を
通
し
て
、「
未
来
を
拓
く
心
豊

か
な
人
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。私

は
、「
子
ど
も
」
は
学
校
教
育

と
社
会
教
育
の
「
せ
っ
て
ん
」
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
に
地
域
社
会
の
人
々
の
豊
か
な
学

び
を
活
か
し
、
親
も
子
も
含
め
た
若

い
家
庭
を
地
域
の
人
々
が
温
か
く
見

守
り
育
て
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
新
た
な
生
き
甲
斐
が
生
ま
れ
、

人
々
の
絆
も
深
ま
る
。
そ
ん
な
生
涯

学
習
社
会
の
実
現
を
願
い
、
微
力
な

が
ら
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

叱
ら
れ
た
覚
え
が
な
い
ほ
ど
、
地

域
は
大
ら
か
で
し
た
。
人
々
は
、
皆
、

一
生
懸
命
働
き
、
便
利
で
近
代
的

な
生
活
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

不
便
で
も
不
幸
せ
で
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

今
、
一
人
一
人
が
携
帯
電
話
を
持

ち
、
調
理
し
な
く
て
も
食
べ
ら
れ
る

食
品
が
手
に
入
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
え
ば
、
誰
と
も
会
話
を
せ
ず

に
世
界
中
か
ら
で
も
、
欲
し
い
も
の

が
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
で
さ
え
も
、
独

り
ぼ
っ
ち
で
ゲ
ー
ム
機
相
手
に
楽
し

め
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
が
来
る
こ
と
を

そ
の
頃
に
予
想
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低
下
が
指

摘
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
は
、

い
じ
め
・
不
登
校
等
の
問
題
行
動
が

心
配
さ
れ
、
学
校
は
、
多
く
の
問
題

に
悲
鳴
を
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。平

成
十
八
年
、
こ
の
よ
う
な
現
代

　
　
　
　
　
　
社
会
全
体
の
教
育
力
向
上
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
県
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課

課
長
　
坂
　
井
　
芳
　
子
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石
川
県
社
会
教
育
協
会
の
平
成
二
十

四
年
度
理
事
会
・
総
会
が
五
月
十
九
日

（
土
）
午
後
四
時
か
ら
小
松
市
芦
城
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
新
村
会
長
と
川
村
県
生
涯
学

習
課
長
補
佐
の
挨
拶
が
あ
り
、
新
村
会

長
か
ら
は
、
「
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
へ
と
取
り
組
み
が
進
む
現
在
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
教
育
の
活
性
化
の
カ
ギ

は
地
域
活
動
に
あ
る
。
ま
た
、
協
会
自

身
の
活
性
化
に
つ
い
て
も
議
論
を
深
め

た
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

「
協
会
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
は
、
後

日
、
幹
事
会
と
し
て
時
期
総
会
ま
で
に

有
識
者
や
諸
団
体
な
ど
か
ら
意
見
聴
取

し
て
い
く
方
針
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
事
務
局
か
ら
役
員
等
の
異

動
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
木
本
議
員
、

奥
名
前
会
長
に
は
顧
問
に
就
任
し
て
い

た
だ
く
こ
と
、
坂
井
県
生
涯
学
習
課
長

が
参
与
に
、
土
室
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

館
長
が
副
会
長
に
、
藤
多
県
婦
人
団
体

協
議
会
長
が
理
事
に
就
任
さ
れ
た
こ
と

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
平
成
二
十
三
年
度
石
川
県
社

会
教
育
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
大

井
貞
夫
氏
（
小
松
市
）
、
三
室
彦
松

氏
（
七
尾
市
）
、
中
川
紀
久
氏
（
津
幡

町
）
の
方
々
に
会
長
か
ら
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
教
育
協
会
の
会
長
と
し

て
多
年
に
わ
た
り
本
県
社
会
教
育
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
奥
名
洋
明
前
会
長
に

会
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
議
長
に
林
理
事
が
選
出
さ

れ
た
後
、
議
事
に
入
り
、
最
初
に
平
成

二
十
三
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
計

画
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①　

会
誌
発
行
事
業

・
会
誌
「
接
点
60
号
」
発
行
六
百
部

・�

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

　

「
せ
っ
て
ん
22
号
」
発
行
六
百
部

②　

調
査
研
修
事
業

　

・
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
接
点
」

　

・
県
内
４
地
区
６
カ
所

③　

社
会
教
育
功
労
者
表
彰
事
業

　

・
平
成
二
十
五
年
度
総
会
で
表
彰

④　

そ
の
他

　

・
「
い
し
か
わ
ビ
デ
オ
作
品
コ
ン
ク

　
　
　

�

ー
ル
」
後
援

　

・
大
人
の
料
理
教
室

　

・
お
菓
子
づ
く
り
教
室

　

・
資
料
配
布
、
関
係
事
業
の
案
内
等

　

・
明
る
い
選
挙
推
進
会
議
へ
の
委
員

　
　

参
加
等

　

ま
た
、
同
時
に
平
成
二
十
四
年
度
収

支
予
算
案
が
説
明
さ
れ
、
審
議
の
後
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

次
に
、
空
席
と
な
っ
て
い
る
常
任
理

事
に
つ
い
て
、
二
月
の
理
事
会
で
推
薦

を
受
け
た
梅
田
理
事
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
各
委
員
か
ら
次
の
よ
う

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
各
種
団
体
の
Ｐ
Ｒ
、
事
業

予
定
を
掲
載
す
る
な
ど

「
横
の
関
係
」
を
強
化
す

べ
き

・
東
日
本
大
震
災
で
「
絆
」

が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
、

社
会
教
育
も
こ
の
機
会
を

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
と
ら
え
、

活
動
を
工
夫
す
れ
ば
良
い

・
協
会
に
は
従
来
か
ら
活
動

の
根
が
あ
る
、
こ
の
根
の

あ
る
と
こ
ろ
を
支
援
し
て

は
ど
う
か

・
地
域
の
活
動
を
調
査
す
る

必
要
も
あ
る
の
で
は
、
横

の
つ
な
が
り
が
大
切

平
成
二
十
三
年
度
社
会
教
育
功
労
者
表
彰
の
方
々

　
　
　
　
平
成
24
年
度
理
事
会
・
総
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
県
社
会
教
育
協
会

平
成
24
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
承
認

いろいろと意見が出た今年度総会

表
　
彰

　

〇
大
井　

貞
夫
氏
（
小
松
市
今
江
町
）

　
　

☆�

こ
れ
ま
で
の
功
績

　
　

・
小
松
市
中
央
公
民
館
委
員
、
今
江
町
文
化
町
会
副
会
長

　
　

・
小
松
市
社
会
教
育
協
会
運
営
委
員
、
他
多
数
の
業
務
に
精
励

　

〇
三
室　

彦
松
氏
（
七
尾
市
郡
町
）

　
　

☆�

こ
れ
ま
で
の
功
績

　
　

・
袖
ヶ
江
公
民
館
む
つ
み
教
室
会
長
、
同
高
齢
部
会
部
長

　
　

・
袖
ヶ
江
地
区
老
人
会
会
長
、
他
地
域
活
動
に
精
励

　

〇
中
川　

紀
久
氏
（
河
北
郡
津
幡
町
）

　
　

☆�

こ
れ
ま
で
の
功
績

　
　

・
津
幡
町
社
会
教
育
委
員
、
津
幡
町
社
会
教
育
功
労
者
表
彰
受
賞

　
　

・
他
地
域
活
動
に
精
励

感
謝
状

　

〇
奥
名　

洋
明
氏
（
金
沢
市
石
引
）

　
　

・
平
成
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
石
川
県
社
会
教
育
協
会

　
　
　

会
長
を
務
め
る

平成24年度予算書
収入の部

科　目 予算額（円）
会　費 480,000
補助金 470,000
寄付金 0
繰越金 30,377
諸収入 1,623
合　計 982,000

平成23年度決算書
収入の部

科　目 決算額（円）
会　費 459,000
補助金 470,000
寄付金 0
繰越金 30,956
諸収入 94
合　計 960,050

支出の部
科　目 予算額（円）
事業費 682,000
会議費 105,000
事務費 167,000
積立金 10,000
諸　費 15,000
予備費 3,000
合　計 982,000

支出の部
科　目 決算額（円）
事業費 680,274
会議費 94,241
事務費 132,878
積立金 10,000
諸　費 12,280
合　計 929,673
次年度繰越金　　　30,377
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顧
　
問　

○
木
本　

利
夫
（
県
議
会
議
員
）

　
〃
　　

○
奥
名　

洋
明
（
前
会
長
）

参
　
与　
　

小
寺　

昭
久
（
前
副
会
長
）

　
〃
　　

○
坂
井　

芳
子
（
県
教
委
）

　
〃
　　
　

旭　
　

直
樹
（
加
賀
市
）

　
〃
　　
　

髙
西
喜
久
松
（
金
沢
市
）

　
〃
　　
　

宮
田　

一
男
（
七
尾
市
）

　
〃
　　
　

道
端
孫
左
衛
門
（
金
沢
市
）

　
〃
　　
　

鈴
森　

庸
雄
（
中
能
登
町
）

会
　
長　
　

新
村　

健
了
（
県
教
委
）

副
会
長　

○
土
室　
　

完
（
県
生
涯
セ
）

　
〃
　　
　

谷
村　

昭
雄
（
県
公
連
）

　
〃
　　
　

勝
木　

育
夫
（
小
松
市
）

　
〃
　　
　

山
本　

敏
久
（
七
尾
市
）

常
任
理
事
〇
梅
田　

和
秀
（
金
沢
市
）

郡
市
理
事　

松
井　
　

猛
（
小
松
市
）

　
〃
　　
　

白
村　

浩
邦
（
小
松
市
）

　
〃
　　
　

前
田　

英
夫
（
能
美
市
）

　
〃
　　
　

山
岸　

善
二
（
白
山
市
）

　
〃
　　
　

盛
田　

義
弘
（
白
山
市
）

　
〃
　　
　

中
川　

泰
邦
（
金
沢
市
）

　
〃
　　
　

山
本　

武
之
（
金
沢
市
）

　
〃
　　
　

作
本　

邦
彦
（
金
沢
市
）

　
〃
　　
　

山
田　

二
郎
（
金
沢
市
）

　
〃
　　
　

堅
田　
　

稔
（
羽
咋
郡
）

　
〃
　　
　

濱
田　
　

繁
（
鹿
島
郡
）

　
〃
　　
　

池
本　

藤
祐
（
鹿
島
郡
）

　
〃
　　
　

林　
　

榮
一
（
鹿
島
郡
）

　
〃
　　
　

蔵　
　

定
伸
（
七
尾
市
）

　
〃
　　
　

堀
岡　

啓
吾
（
七
尾
市
）

団
体
理
事
　
浅
田　

秀
雄
（
県
立
図
書
館
）

　
〃
　　
　

浅
野　

秀
重
（
金
大
地
連
セ
）

　
〃
　　

○
正
木　
　

明
（
県
子
連
）

　
〃
　　
　

林　

よ
し
枝
（
県
新
生
活
協
）

　
〃
　　

○
藤
多　

典
子
（
県
婦
協
）

　
〃
　　

○
石
野　

一
樹
（
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
）

　
〃
　　
　

石
井　

昌
志
（
県
青
協
）

　
〃
　　
　

野
田　

政
弘
（
Ｂ
Ｓ
県
連
）

監
　
事　
　

木
原　

宗
信
（
金
沢
市
）

　
〃
　
　　

竹
中　
　

匠
（
白
山
市
）

幹
　
事
　　

森
澤　

哲
雄
（
県
生
涯
セ
）

　
〃
　　
　

紺
村　

和
也
（
県
教
委
）

　
〃
　　

○
石
江　

政
信
（
県
公
連
）

　
〃
　　
　

湊　
　

義
昌
（
元
県
生
涯
セ
）

　
〃
　　
　

中
野　
　

薫
（
前
県
生
涯
セ
）

　
〃
　　

○
松
尾　

雄
二
（
前
県
教
委
）

　

五
月
の
総
会
か
ら
余
り
日
が
経
っ
て
い

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
地
元
紙

「
地
方
版
」
の
記
事
の
一
つ
に
目
が
止
ま

っ
た
。
本
協
会
か
ら
昨
年
度
社
会
教
育
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
大
井
さ
ん
に
関

す
る
記
事
が
出
て
い
た
。
大
井
さ
ん
の
活

動
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
新
聞
報
道
に
も

み
ら
れ
る
よ
う
に
木
場
潟
の
水
質
浄
化
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
一
端

を
地
元
小
学
生
に
も
毎
年
手
ほ
ど
き
さ
れ

て
い
る
。
ま
さ
に
「
マ
チ
の
先
生
」
で
あ

る
。

▼
子
ど
も
た
ち
は
絶
滅
危
惧
種
の
水
草
の

苗
を
植
え
る
こ
と
が
水
草
の
保
護
に
と
ど

ま
ら
ず
、
水
質
浄
化
に
も
役
立
つ
こ
と
を

体
験
的
に
学
ん
で
い
る
。
ま
た
、
こ
の
体

験
を
通
し
、
今
後
の
自
分
た
ち
の
在
り
方

生
き
方
に
ま
で
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
子
ど

も
た
ち
も
い
る
だ
ろ
う
。

▼
「
難
し
い
こ
と
を
易
し
く
、
易
し
い
こ

と
を
深
く
、
深
い
こ
と
を
面
白
く
、
面
白

い
こ
と
を
真
面
目
に
、
真
面
目
な
こ
と
を

愉
快
に
、
そ
し
て
愉
快
な
こ
と
は
あ
く
ま

で
愉
快
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
の
は
作

家
の
故
井
上
ひ
さ
し
氏
で
あ
る
。
学
校
で

の
授
業
も
か
く
あ
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

▼
そ
う
い
う
意
味
で
子
ど
も
た
ち
が
学
び

へ
の
意
欲
を
一
層
高
め
、
理
解
を
深
め
る

た
め
に
も
、
「
マ
チ
の
先
生
」
と
の
連
携

は
効
果
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
協
会

に
は
学
校
と
「
マ
チ
の
先
生
」
と
の
懸
け

橋
と
な
る
努
力
が
今
一
層
求
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
が
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

�

（
常
任
理
事
・
梅
田
和
秀
）

今
年
度
は
、
理
事
会･

総
会
に
あ
わ
せ

て
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
支
援
の
も

と
、
石
川
県
社
会
教
育
協
会
研
修
事
業

と
し
て
県
社
会
教
育
協
会
及
び
小
松
市

社
会
教
育
協
会
の
主
催
に
よ
る
「
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
は
、
演
題
を
「
身
近
な
元
生
活

笑
百
科
」
と
し
て
弁
護
士
の
三
瀬
顕
氏

を
講
師
に
迎
え
て
行
い
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
小
松
市
芦
城
セ
ン

タ
ー
で
は
約
二
百
人
の
方
が
参
加
し
、

時
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
講
師
の
話

に
会
場
か
ら
笑
い
声
が
漏
れ
る
な
ど
、

成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

是
非
、
今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
こ
の

よ
う
な
講
演
会
等
を
開
催
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
七
尾
地
区
（
七
鹿
社
会
教
育
協
会
）

　
七
鹿
協
会
の
現
状
と
事
業
報
告

〇
七
尾
地
区
（
七
尾
市
立
矢
田
郷
公
民
館
）

　
人
と
人
　
人
と
自
然
　
今
　
私
た
ち
の

　
で
き
る
事
と
は

〇
白
山
地
区
（
白
山
市
立
山
島
公
民
館
）

　
山
島
ほ
た
る
の
里
づ
く
り
に
つ
い
て

〇
小
松
地
区
（
小
松
市
社
会
教
育
協
会
）

　
講
演
会
に
よ
る
市
民
性
の
高
揚
活
動

〇
金
沢
地
区
（
石
川
県
婦
人
団
体
協
議
会
）

　
ふ
る
さ
と
に
愛
着
と
誇
り
を
も
ち
、
地
域

　
活
性
化
に
取
り
組
も
う

〇
能
登
地
区
（
特
定
非
営
利
法
人
　
や
す
ら

　
　
　
　
　
　
ぎ
の
里
金
蔵
学
校
）

　
地
域
再
生
を
目
指
し
て

〇
能
登
地
区
（
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
登
分
室
）

　「
大
人
の
料
理
教
室
」
と
「
お
菓
子

　  

づ
く
り
教
室
」
に
つ
い
て

【『
フ
ォ
ー
ラ
ム
接
点
』
研
究
テ
ー
マ
】

　
平
成 

24
年
度
　
　
社
会
教
育
協
会
・
役
員
一
覧　
　
　
　
　
（
〇
印
は
新
任
）

社
教
春
秋

講
演
会
開
催

協
会
員
や
小
松
市
民
で
溢
れ
た
講
演
会
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平成24年度生涯学習振興事業（下期の主な事業等）
事業名 期　日 場　所 対　象 内　容 主催等

グッドマナーキャンペーン 9月 1日
～ 30 日 県内各地 一般 マナーの大切さや交通ルー

ル遵守を呼びかける 生涯学習課

ホビーフェスタいしかわ2012 10 月 5 日
～ 7日

金沢駅もてなしドーム
地下イベント広場 一般 学ぶことの楽しさや喜びの

体験 〃

心の教育推進大会 11 月 4 日 県地場産業振興センター 一般 親子の手紙の表彰、朗読等 〃

生涯学習振興県民フォーラム 1月（予定） 未定 一般・教員
等

生涯学習について学び、考
え、交流する 〃

いしかわいきいき講座 9月 6日～
8回 本多の森庁舎 一般

（80 人）
県内各地で行われている生
涯学習の取組を学ぶ

生涯学習
センター

ファシリテータ養成講座 応用編 9月
10 日～ 4回 本多の森庁舎 一般

（30 人）
市町、公民館、NPO職員等を
対象とした知識、技能の習得 〃

マナビィフェア in 本多の森 11 月 2 日
～ 3日 本多の森庁舎 一般 記録映画上映や自主講座等

の行事を行う 〃
生涯学習情報提供システム
（あいあいネット）運用 年間 本多の森庁舎 一般 インターネットにより、生涯

学習情報を提供する 〃

本多の森映画会 10 月 3 日～
4回 本多の森庁舎 一般・子ど

も（80 人）
センター所蔵の 16ミリ名作
映画を上映 〃

16 ミリ発声映写機操作技術
認定講習 年間随時 本多の森庁舎 一般 16 ミリ映写機操作技術の認

定講習の実施 〃

県民映像カレッジ編集コース 10 月 11 日
～５回 本多の森庁舎 一般

（8 人）
ノンリニア編集によるビデ
オ活用講座の開催 〃

視聴覚教材の貸出 年間 本多の森庁舎 一般・市町
関係機関

16ミリフィルム、ビデオテー
プ、DVD等の貸出 〃

県民企画展示 年間 本多の森庁舎 一般 県民の生涯学習活動の成果
を展示 〃

いしかわビデオ作品コンクール 12 月～ 2月
作品募集 本多の森庁舎 一般 教材部門、一般部門のビデ

オ作品募集と表彰 〃

古文書解読講座 9月 25 日～
4回

生涯学習センター能登
分室

一般
（30 人）

古文書の解読、整理・保存
の知識、技能の習得

〃
能登分室

ミュージアムウィーク協賛
「インターネット活用講座」 未定 図書館 一般 情報リテラシー能力を高める 図書館

石川県図書館大会 11 月 7 日 白山市鶴来文化会館 図書館
関係者等

講演、功労者表彰、分科会
研究討議等 〃

ファミリーチャレンジ
「動物園の探検ツアー」

11 月 10 日
～ 11 日

白山青年の家、いしか
わ動物園

小中学生と
家族 40人

動物園での探検ツアー、ゲー
ム、豆腐づくり

白山青年
の家

ファミリーチャレンジ
「雪はともだち」 2月 2日 白山青年の家 小中学生と

家族 80人
雪上かんじき体験、雪像作
り、アイスクリーム作り 〃

ファミリーチャレンジ
「エンジョイ家族　秋山」

10 月 20 日
～ 21 日

白山ろく少年自然の家、
白峰地区

小中学生と
家族 40人

紅葉の秋山登山、白山ろく
の味を味わう

白山ろく少
年自然の家

ファミリーチャレンジ
「エンジョイ家族　秋の実り」

11 月 3 日～
4日

白山ろく少年自然の家
及びその周辺の山

小中学生と
家族 40人

ナメコ狩りとキノコ鍋を楽
しむ 〃

ファミリーチャレンジ
「親子秋物語」

10 月 20 日
～ 21 日

鹿島少年自然の家及び
その周辺

小中学生と
家族 80人

サツマイモ堀り、そば打ち、
屋台村

鹿島少年
自然の家

ファミリーチャレンジ
「親子冬物語」

12 月 1 日～
2日

鹿島少年自然の家及び
その周辺

小中学生と
家族 80人

餅つき、クラフト作り、か
んじきハイク 〃

ファミリーチャレンジ
「能登であそぼう」

11 月 10 日
～ 11 日

能登少年自然の家及び
その周辺

幼児、小中、
保護者 60人

そば打ち、星の観察、りん
ご狩り

能登少年
自然の家

ファミリーチャレンジ
「年末年始を彩ろう」

12 月 15 日
～ 16 日 能登少年自然の家 幼児、小中、

保護者100人
リース作り、歌やゲーム、
餅つき、カード作り 〃

県
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会
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課
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子
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《
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年
家
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担
当
》

課
長
補
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清
水　
　

茂

　
　

《
心
の
教
育
担
当
》

課
長
補
佐�

谷
内　

正
樹

小
松
教
育
事
務
所
長

金
沢
教
育
事
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所
長

中
能
登
教
育
事
務
所
長

奥
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教
育
事
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長

県
立
生
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学
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セ
ン
タ
ー

館　

長
（
再
）�

○
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室　
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長
（
再
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雄

　

◎
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務
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長
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○
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◎
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当
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長
（
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ダ
ー
）�

竹
林　

義
隆

担
当
課
長�

松
尾　

貞
英

　

◎
学
習
情
報
グ
ル
ー
プ

担
当
課
長
（
リ
ー
ダ
ー
）�

○
竹
内　

裕
之

県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
能
登
分
室

分
室
長
（
兼
務
）�

田
畠　

邦
章

担
当
課
長�

兼
間　

伸
市

担
当
課
長�

○
坂
尻　

忠
秀

担
当
課
長�

○
左
古　
　

隆

県
立
図
書
館

館　

長�

浅
田　

秀
雄

副
館
長�

○
麻
多　
　

真

　

◎
総
務
グ
ル
ー
プ

担
当
課
長
（
リ
ー
ダ
ー
）�

○
浜
野　

虎
次

　

◎
企
画
協
力
グ
ル
ー
プ

主　

幹
（
リ
ー
ダ
ー
）�

太
原　

倫
子

　

◎
利
用
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

主　

幹
（
リ
ー
ダ
ー
）�

竹
村　

京
子

白
山
青
年
の
家

課
長
補
佐�

○
蓮
田　

金
重

白
山
ろ
く
少
年
自
然
の
家

課
長
補
佐�

前
川
佳
津
行

鹿
島
少
年
自
然
の
家

課
長
補
佐�

藤
田　

典
知

能
登
少
年
自
然
の
家

課
長
補
佐�

○
寺
下　

友
敬

自
然
史
資
料
館

専
門
員�

石
丸　

信
一

　

崎
山
由
樹
夫

○
齊
田　

正
活

　

西
川　

恒
明

　

田
畠　

邦
章

（
〇
印
は
新
任
）

人

事

往

来
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